
 

 

 

 

４月１９日（火）に６年生が実施した令和４年度の全国学力学習状況調査の結果が報告されました。本校

の結果についてお知らせします。この結果を今後の教育活動に生かしていきます。 

【国語科】・・・全国平均より高い正答率であった。 

 全国と比べ正答率が高かったのは、１一「話し言葉と書き言葉の違いを理解する」問題と１三「必要なことを

質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉える」問題であった。 

 正答率が低かったのは、３二「文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見つける」問

題と３三イ「反省（はんせい）」「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う」問題であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
話
合
い
の
様
子
の
一
部
】
に
お
け
る
谷
原
さ
ん
の
発
言
の
理

由
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
。 

正
答
率9

0
.3
%
 

◎ 

〈
正
答 

２
〉 

【
話
合
い
の
一
部
】
で
中
村
さ
ん
が
前
田
さ
ん
に
質
問
し
、
知

り
た
か
っ
た
こ
と
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

問
題
。 

正
答
率8

7
.1
%
 

◎
〈
正
答 

３
〉 

       学校だより 第７号 

                                                風の子 太陽の子 浜松市立相生小学校 

令和４年９月８日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
伝
え
合
い
の
様
子
の
一
部
】
を
基
に
【
文
章
２
】
の
よ
さ
を
書
く
問
題
。 

正
答
率3

8
.7
%
 

△ 
 

〈
正
答
例
「
わ
た
し
の
文
章
の
よ
さ
は
、
今
年
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、
南
さ

ん
の
話
や
さ
い
ば
い
委
員
の
活
動
で
反
省
し
た
こ
と
を
書
い
た
り
、
運
動
委
員
と
し
て
進
め
た

い
新
た
な
活
動
を
最
後
の
だ
ん
落
に
具
体
的
に
書
い
た
り
し
た
こ
と
で
す
。
」〉 

【
文
章
２
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、【
文
章
２
】
の
よ

さ
に
つ
い
て
、「
聞
い
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
」
や
「
最
後
の
段
落
に

頑
張
り
た
い
こ
と
を
具
体
的
に
書
い
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
不
足
し
た
回
答
が
多
か
っ
た
。 

【
文
章
２
】
の
中
の
ー
部
イ
を
、
漢
字
を
使
っ
て
書
き
直
す
（
は
ん
せ
い
）
問
題
。 

正
答
率5

3
.8
%
 

△ 

〈
正
答
「
反
省
」〉 

「
反
」
は
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、「
省
」
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
子
が
多
か
っ
た
。



【算数科】・・・全国平均よりやや高い正答率であった。 
 正答率が高かったのは、１（1）「1050×4 を計算する」問題と４（２）「長方形のプログラムについて、向かい

合う辺の長さを書く」問題であった。 

 正答率が低かったのは、１(４)「85×21 の答えが 1470 より必ず大きくなることを判断するための数の処理の

仕方を選ぶ」問題と２(３)「果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの、過重の割合について正しいも

のを選ぶ」問題であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「被乗数に空位のある整数の情報の計算

をすることができるかどうかをみる」問題 

正答率 88.2% ◎  

＜正答 4200＞ 

「示された場面において、目的に合った数の処理の仕方を考察できるかどうかをみる」問題 

正答率 40.9% △ 

＜正答 ア＞ 

誤答ウ…85 と 21 をそれぞれ一の位の数を四捨五入して十の位までの概数にし、計算するとよいと考え、解

答している子が多い。本設問では、1個入り 85 円のカップケーキ 21個分の値段が 1470 円より必ず高くなる

ことを見積もりによって確かめるために、値段を求める式である 85×21 の 85 と 21 をそれぞれ小さく見積

もることが必要であることを理解させたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解しているかどうかをみる」問題 

正答率 22.6% △ 

＜正答 ３＞ 

誤答１…果汁が 20%含まれている飲み物を二人で等しく分けたとき、飲み物の量は 1/2 になるが、同様に

果汁の割合も 1/2 になると誤って捉えていると考えられる。本設問では、果汁が 20%含まれている飲み物

を二人で等しく分けると、飲み物の量は 1/2 になるが、一人分の飲み物に含まれる果汁の割合は変わらな

いことを理解させたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理科】・・・全国平均よりやや高い正答率であった。 
 正答率が高かったのは、１（1）「見出された問題を基に、観察の記録が誰のものかを選ぶ」問題と４（１）「冬

の天気と気温の変化を基に、問題に対するまとめを選ぶ」問題であった。 

 正答率が低かったのは、３(１)「光の性質を基に、鏡を捜査して、指定した的に反射させた日光をあてること

ができる人を選ぶ」問題と３(４)「問題に対するまとめから、その根拠を実験の結果を基にして書く」問題であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「図形を構成する要素に着目して、長方形の意味や性質、構成の仕方について理解しているかどうかをみる」

問題 

正答率 83.9% ◎ 

＜正答 ア…３ イ…５＞ 

「問題を解決するために必要な観察の視点を基に、問題

を解決するまでの道筋を構想し、自分の考えをもつこと

ができるかどうかをみる」問題 

正答率 89.2% ◎   ＜正答 ４＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日光は直進することを理解しているかどうかをみる」問題 

正答率 30.1% △ 

＜正答 ３＞ 

誤答２…三角形に切り抜いた段ボールの板の正面にいるはなこさんを示す選択肢２を選んでいる。反射した

日光が屈折しなければ、反射した日光で的に三角形の光を当てることはできない。本設問では、的に三角形

の光を当てるため、的と三角形に切り抜いた段ボールの板とを結んだ直線の延長線上にいるかつやさんを示

す選択肢３を選ぶことが適切であると理解させたい。 

「実験で得た結果を、問題の視点で分析し

て、解釈し、自分の考えをもち、その内容

を記述できるかどうかをみる」問題 

正答率 38.7% △ 

＜正答例＞ 

「黒色のかんの水の温度は 40 分後には、

32℃で、ほかの色のかんの水の温度よりも

高いから。」 

実験で得た結果を分析して、解釈し、問題

に対するまとめの根拠を示すための事実

と、事実からいえることを記述できるよう

にさせたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童質問紙】 
◎…全国よりよい表れが出ている設問 △…全国よりやや落ちている設問 

設     問 
当てはまる・どちらかといえば当てはまる 

本 校 全 国 

◎１日当たりどれくらいテレビゲームをしているか。１時間未満。 32.2％ 23.9％ 

「観察で得た結果を、問題の視点で分析し

て、解釈し、自分の考えをもつことができ

るかどうかをみる」問題 

正答率 84.9% ◎ 

＜正答 ２＞ 



◎自分にはよいところがあると思う。 84.9％ 79.3％ 

◎学校に行くのは楽しい。 91.4％ 85.4％ 

◎休みの日の勉強時間が１時間以上。 62.4％ 56.1％ 

◎普段（月～金）に読書をしている。 85.0％ 73.7％ 

◎読書が好き。 80.7％ 73.1％ 

◎５年生までに受けた授業で ICT 機器を週３回以上使用していた 71.0％ 58.2％ 

◎友達との意見交換の場で、ICT 機器を週に１回以上使用している 75.3％ 49.4％ 

◎自分の考えをまとめ、発表する場面で ICT 機器を週に１回以上使用している。 62.4％ 45.2％ 

◎理科の勉強は大切だと思う。 92.5％ 86.5％ 

◎理科の授業で学習したことを、普段の生活で活用できないかを考える。 76.3％ 67.9％ 

◎理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思う。 89.2％ 77.2％ 

◎将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思う。 36.6％ 26.6％ 

△人が困っているときは、進んで助ける。 81.7％ 88.9％ 

△困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 61.3％ 68.1％ 

△地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある。 46.2％ 51.3％ 

△５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま

く伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していた。 
54.8％ 65.4％ 

△５年生までに受けた授業では、課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組

んでいた。 
71.0％ 77.3％ 

△５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の

考えをまとめる活動を行った。 
60.2％ 72.2％ 

△国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思う。 85.0％ 91.8％ 

△算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないかを考える。 62.4％ 69.3％ 

△算数の問題の解き方が分からないとき、あきらめずにいろいろな方法を考える。 71.0％ 80.4％ 

△算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解しようとしている 78.5％ 85.7％ 

 

【今後の取り組み】 

 ○正答率の低かった問題を中心にもう一度やり直し、定着を図る。 

 ○「主体的・対話的で深い学び」の実現ために授業改善をする。 

  ・国語…学習の意欲を高める言語活動を工夫したり、振り返りの場面を設定し学習したことを確かめたりす

る活動を行う。また、漢字・語句を正しく使用して文を書くこと意識できるようにさせる。 

  ・算数…個に応じた指導及び問題解決に向けた取り組みを言語化する活動を充実させる。また、日常生活に

密着した学習課題を設定するなど、算数の学習の必要性を感じ取ることのできる授業構成にする。 

  ・理科…観察・実験の結果からの気づきを分析し、解釈してさらに問題を見出すことができるようにするた

めに、それぞれの気づきの採点や共通点を基に問題を見出す場面を設定する。 

 ○キャリア教育の視点を基に学習していることが未来の生活に結び付いていることを常に意識ができるよう

な指導をする。 

 ○図書室利用の工夫など読書奨励を引き続き行う。 

 ○心の居場所づくりを心掛け、どんなことでも気軽に話したり相談したりできる学級・学年経営を行う。 

 ○コミュニティスクールを有効に活用したり、家庭と協力したりして、学習・生活の充実を図らせると共に、

地域社会との連携を深める。 


